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地区HP 地区行事予定

会員数 出席数 出席免除 出席率 全員出席卓 3名以上欠席卓 メークアップ 出席訂正率
名 名 名 % 卓 卓 名 %

86 59 6 69.41 3・10 15・16・17 8 78.82

次週のプログラム
6 月 28 日（火）は，2021-22 年度最終例会となり
ます。福田昭一会長より「今年度の総括」がござ
います。

本日のプログラム
2022-23 年度クラブ協議会です。



【委員会報告】

ゴルフ同好会	 今 泉 孝 之 ゴルフ同好会幹事

福田年度最終ゴルフ同好会コンペが明日開催となります。（9：00 集合）皆様欠席がないよう

にお願い致します。的場さんのホールインワン記念も兼ねております。牛角のお店も16：30 ～

開けて頂いております。急遽参加も可能ですので皆様の振るってのご参加お待ちしております。

ウクライナ人道支援チャリティーコンサートの件	 稲 本 修 一 会員

皆様のメールボックスの中に「オクサーナ・ステパニュック」さんのウクライナ人道支援チャ

リティーコンサートのお知らせを入れさせて頂きました。

8月 28日（日）午後 5時～クラフトシビックホール（土浦市民会館・大ホール）にて行います。

それから，ご協賛のお願いという事で，1口，￥ 10,000（1口に付き入場券 2枚進呈します ｡）

当日配布のプログラムにご協賛社名を掲載させて頂きます。何とぞ席がいっぱいになります

ように皆様のご参加をお待ちしております。

次年度「会員名簿原稿」用紙提出締切の件	 説 田 賢 哉 次年度幹事

次年度会員名簿用原稿が本日締切となっておりますので宜しくお願いします。

【クラブ協議会】	 伊 東 和 幸 会長エレクト

これから 2022 年度～2023 年度の事業計画を発表していただきますが，例年度通りでなく各

委員長さんの思いを入れて発表して頂きたいと思います。

会員組織委員会	 楠 　 英 夫 委員長

（1）ＲＩ会長テーマ「ＩＭＡＧＩＮＥ　ＲＯＴＡＲＹ」，第 2820 地区ガバ

ナーの地区スローガン「enjoy life ～人生を楽しむ～」，地区目標「一

人一人が想像力を持って奉仕する」をクラブ運営を伊東会長の方針に

基づき実現に努めます。

（2）クラブ運営にあたって会員選考・職業分類・会員増強・ロータリー情

報・雑誌の各委員会が目標に沿って円滑に活動できるよう連携を深め

ます。

（3）地区大会，ＩＭ，各種研究会に会員が積極的に参加するよう促します。

（4）会員増強（純増 2名）に努め，会員の維持と会員へのロータリー情報伝達に努力します。

会員の皆様が楽しく参加できるように努めていきたいと思います。

伊東年度の次の年度のことも考えて自分としてもこの一年勉強していきたいと思いますのでど

うぞ宜しくお願いします。



会員選考委員会	 稲 野 邉　 穣 委員長

会員選考委員会としては，今までもそうですが会員増強委員会・職業分

類委員会の 3委員会が協力し，土浦南ＲＣに適したメンバーをより多く入

会出来るように三位一体となって頑張っていきたいと思います。宜しくお

願い致します。

本委員会の事業は，会員増強・職業分類委員会より推薦のあった候補者

について，選考し，速やかに決定し，理事会に報告を致します。選考基準

は次の 3通りとします。

（1）人格・評判は当クラブの会員として相応しいか，どうか。

（2）会員として財政的義務を果たし，例会に出席する意欲があるか，どうか。

（3）会員との協調性があり，クラブの事業，行事に積極的に参加する意欲があるか，どうか。

推薦者や会員の皆様と情報交換を通じて慎重に進めていきたいと思います。皆様のご協力の

程，宜しくお願いします。

職業分類委員会	 矢　口　孝太郎 委員長

（1）会員増強委員会，会員選考委員会と連携し会員増強に努める。

（2）�新会員の入会については，特に未充填の職業分類の中から候補者を選

ぶようにする。

（3）�分類表を精査し必要とする新たな職業分類項目を追加する。更に，現

会員の職業分類の見直しを行い適正化に努める。

会員増強委員会	 塚 﨑 雅 之 副委員長

ここ数年，ロータリークラブ全体の会員数が減少傾向にありますが，ク

ラブ活動の活性化は，会員増強が基本であるとの認識の下，積極的に増強

活動を行い，特に若く情熱と品格を備えた会員を念頭に純増 2名以上のク

ラブ目標を達成できるよう努力していきます。

（1）会員選考委員会，職業分類委員会と連携し会員増強に努めます。

（2）�クラブ内に入会対象者情報用紙配布など，情報を収集・提供できる様

に努力し，会員の増強を図ります。

（3）クラブ会員の皆様に協力を頂きながら，当クラブに相応しい人材を探し委員会活動を推進

していきます。

（4）会員の退会防止に結びつくよう関連委員会と協力し，更に充実したクラブ作りに努力しま

す。



ロータリー情報委員会	 海 田 恭 敬 委員長

近年，当クラブには素晴らしい新会員が増えております。その新しい会

員の皆様に，ロータリーのいろいろな情報をお伝えするのと情報委員会が

主催する研修会等にも出席して頂ければありがたいと思います。

情報の中で一番大事なのは 3年に一度ＲＩからロータリーの憲法ともい

うべき手続き要覧が出来上がり次第，事務局にて購入してもらい，ロータ

リーの憲法を皆様に見て頂きながら理解して頂くという事業があります。

それから，当クラブは福田年度で 57 年間になり，親子 2世と言っておりましたが，今は親

子 3世の入会を頂いておりまして，楽しい雰囲気でクラブが運営されております。数年前に私

が，「親子 2世代」という形で皆様方にお知らせしたことがございますが，今後それを改訂し

暫定的な資料を作成してご提案したいと思っております。

また，長い歴史の中で先輩がいろいろな事業を土浦市の為に，あるいは県の為に行っており

ます。

最近の事業を付け加え，後輩の皆様方にも先輩がどのようなことを行ったのかを見て頂く為

にも新しい一覧表を見て頂きたいと思います。後輩の皆様方にも先輩がどのようなことを行っ

たのかを見て頂きたいと思います。

とにかく，ロータリーの情報は盛り沢山です。その中で取捨選択をいたしまして，皆様に必

要な情報を出来るだけ伝えたいと思っております。

また最近気になるのは，地区大会，ＩＭ等の出席者が少ない，この 2，3年はコロナ禍で仕

方なかったと思いますが，出来ればＩＭなどは第 6分区との交流と親睦を兼ねた集いでありま

すので，なるべく出席して頂きたいと思います。

いろいろ述べましたが，次年度ロータリー情報委員会に皆様方のご意見があれば何でもおっ

しゃって頂きたいと思います。

（1）新会員に対して，ロータリーの基本知識の勉強と意見交換等をする研修会を行う。

（2）会員に対してはロータリーの公式行事（地区大会，ＩＭ，ガバナー公式訪問例会等）への

積極的を要請する。

（3）土浦南ＲＣ創立以来半世紀の歴史の足跡を辿り，より正確な記録を残したい。

（4）	記念事業の数々を会員の皆さんに見て頂く為のツアーを組みたい。（移動例会又はオプション）

（5）創立会員以来親子，孫，妻に亘る「新旧二世代リスト」を作成する。

（6）新年度のＲＩ規定審議会からの規定の変更事項について，クラブ会員に周知する。



雑誌委員会	 柴 沼 博 之 委員長

（1）毎月第 1例会において，「ロータリーの友」の記事紹介を行います。

（2）�ロータリー情報委員会と連携し，「ロータリーの友」の積極的な活用

を推進します。

（3） 「ロータリーの友」に関する卓話を企画します。

（4）�土浦南ロータリークラブ会員に「ロータリーの友」への記事投稿を依

頼します。

（5）土浦南ロータリークラブ広報活動として，「ロータリーの友」を下記に寄贈します。

寄贈先

米山記念奨学生

つくば国際大学東風高等学校インターアクトクラブ

土浦南ローターアクトクラブ

ロータリー財団委員会	 今 泉 孝 之 委員長

伊東年度が 7月から始まりますが，年次寄付が地区の目標の 150 ドル対

して当クラブは 170 ドルとしまして，年次寄付 170 ドル +ポリオ 30 ドル

の計 200 ドルを達成したいと思っておりますので皆様にお願いしたいと

思っております。

また，毎年 1,000 ドル以上寄付するポール･ハリス･ソサエティの方も伊

東年度で最低 2名以上達成するようにとa岡ＰＧからご指導頂きました

ので，私がお願いに行った際には，どうぞ素直に 2つ返事でご協力の程，宜しくお願い致しま

す。

（1）ロータリー財団月間の 11 月を中心に，クラブ会員に財団の活動内容等を発表し財団への

協力をお願いする。

（2）財団寄付を推進し，ポール・ハリス・ソサエティ会員，マルチプル・ポールハリス・フェ

ロー，ポール・ハリス・フェロー，財団の友，ベネファクターの増加を図る。

（3）地区のグローバル補助金等の事業に対し積極的に協力する。

（4）一人当たり年次寄付 170 ドル，ポリオプラス 30 ドル以上の目標達成に努力する。

クラブ管理運営委員会	 c 岡 信 彦 委員長

（1）�クラブにおける例会の活性化，情報の共有化の推進を図り，より円滑

なクラブ運営を目指す。

◎担当委員会は，出席委員会，親睦活動委員会，プログラム委員会，

クラブ会報委員会，公共イメージ IT委員会の 5委員会。

（2）�ジェニファー･ジョーンズ会長のテーマ「ＩＭＡＧＩＮＥ　ＲＯＴＡＲＹ」

の方針に沿い，ロータリーを楽しめるよう具現化する。



（3）ガバナーの具体的行動方針であるロータリー奉仕デーに協力し，さらにクラブセントラル

を活用し，ＲＩ会長賞受賞を支援する。

（4）地域社会にロータリー活動を理解して頂くために，当クラブのホームページの充実および

各種メディアを通じての広報活動を推進する。

（5）担当委員会と理事会のパイプ役となり，各委員会の活動の推進に協力する。

ロータリアンの義務として，会費の納入・出席・雑誌の購入と 3つの義務がありますがその

中の出席が会員の皆様の人生を変えるものと思っておりますので，楽しくできる例会を目指し

ていきたいと思っております。

出席委員会	 齊 田 克 史 委員長

出席率 95％以上，もちろん 100％を目指します。

そして，100％出席会員を１人でも多く達成して頂くという事が一番大

きな目標ですが，会員の皆様の日々の仕事が一番大切でございますので，

各一人一人の仕事の事情に合わせて出席出来ますように，またフォローと

してメークアップなどを積極的に利用して頂くことをサポートさせて頂き

たいと思います。

例会出席はロータリアンの義務でありますので，皆様に達成して頂くためのサポートをさせ

て頂きたいと思います。一年間どうぞ宜しくお願い致します。

（1）出席率 95％以上を目標とします。

イ）出席率の悪い会員には，メークアップ有効会合等を告知して出席を促します。

ロ）無断欠席をなくすよう機会あるごと，発言します。

ハ）欠席予定表を各テーブルに設置し，事前に欠席予定を記入頂きます。

ニ）直前の欠席連絡は，月曜日正午までに事務局までお願いします。

ホ）欠席 5回以上の会員に出席勧奨の電話をします。

（2）事務局の協力を得て，出席数の正確を期します。

イ）メークアップ，有効会合等出席会員を確認します。

ロ）月のメークアップできる会合の案内を，各テーブルに配布します。

（3）出席表彰をします。

イ）毎例会時に全員出席卓の表彰をします。

ロ）毎年度通算 100％出席表彰を行い記念品を贈呈します。

（4）月 1回程度委員会を開催して，スリーピング会員の具体的対策等について話し合い，委員

会内コミュニケーションを図ります。



親睦活動委員会	 横 山 恭 教 委員長

（1）�毎月第 1例会に会員及び配偶者の誕生日及び第 2例会時に結婚祝いを

行います。

（2）�メインとなる親睦会には会員並びに家族，RACの参加を推進します。

①会長・幹事・SAA慰労会（会員）

②お月見例会

③ガバナー公式訪問（クリスマス家族懇親会）

④新年会

⑤観桜会

（3）クラブ行事に対して会員の参加を促進し，会員相互の親睦を図ります。

（4）クラブ同好会等への協力

（5）他クラブとの親睦を図ります。

プログラム委員会	 米 山 忠 康 委員長

（1）�例年通りではございますが，会長の意向に沿った有意義なプログラム

を立案計画していきたいと思います。

（2）�具体的な会員相互理解，情報交換，地域及び地区との連携を柱とした

卓話構成を行います。

（3）�今年度は，皆様が早退しないような素晴らしいプログラムを作ってい

きたいと思います。

会報委員会	 鈴 木 恵 一 委員長

（1）会員相互の親睦，情報共有のため会報を刊行します。

（2）�卓話，活動状況，報告事項を的確に掲載します。また，的確な情報発

信の円滑化に努め，必要に応じて原稿の提出を依頼します。

（3）�週報の円滑な発行のため，プログラム委員会，SAA，事務局との連

絡を緊密にします。

１年間頑張ってまいります。以上，宜しくお願い致します。



的場弘幸君ホールインワン達成記念コンペ
〜6/15　霞ヶ浦国際ゴルフコース〜


